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平成23年度5月　　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項
◇入会：准専門会員26名、一般１名、学生4名、賛助団体1名、計32名。

◇変更：専門会員8名、准専門会員3名、賛助個人1名、計12名。

◇退会：専門会員1名、計1名。

◇連絡事項

· NHKハートフォーラム「うつ病と躁うつ病を知る」開催の周知依頼→会員数分のチラシを用意してもらえるなら、発送物があるときに同封することで承認。

· 日本医療ソーシャルワーク学会より第２回日本医療ソーシャルワーク学会兵庫大会開催の周知・後援依頼→承認。

（２）その他

· 大阪市福祉人材養成連絡協議会より作業部会への出席依頼（日時：5/23（月）10:00～12:00）あり。→小林事務局長が出席予定。
· ２年間会費未納会員の退会処分についての通知文の準備→小林事務局長にて対応
２．教育部（別紙参照A4＊1枚）

（１）学習会
●第24回

· 4/23（土）に予定通り実施。参加者87名（うち、大阪精神保健福祉士協会27名、入会希望者4名）。

· アンケート結果については、会員56名と入会希望者4名から回収。中堅層以上からの回収も多く、今回の企画については好評であり、今後も同様の企画での開催希望の感想も多かった。

●第25回

· 障害者自立支援法をテーマに講師の交渉中。

（２）従事者講習会

· 11/25（金）、11/26（土）に大阪府社会福祉会館にて開催決定。

（３）中堅者研修

· 交通事故被害者支援研修を予定。

（４）初任者研修

●第5期　事例検討会

· スーパーバイザー確定。

· 一斉開催の会場としては、社会福祉指導センターと社会福祉会館とを６月～９月に７回分を予約した。個別開催会場用として、６月～９月の土曜日の午後と木曜日の夜間は協会事務所の優先利用をお願いしたい。

●第6期

· 8/20に開講予定。

· 講師は「緩和ケア」を変更する以外は例年通りの予定。

· 一泊研修は11/5（土）、11/6（日）に長居ＹＨに予約済み。

３．出版広報部

（１）広報誌№21

· ６月末の発行予定。
· 理事・監事紹介→名前・所属・担当と抱負（150文字程度）を5月20日までに脇理事に提出。
（２）広報誌特別版進捗状況

· 印刷会社より原稿がまだ半分ぐらいしか出来ていないとのことであった。

· 詳細確認して対応するが、発行時期は７月にずれこむことが予想される。

（３）福井理事の件

· 滋賀県へ転居となり、5月末で現職場は退職し、6/1より新しい職場となる。当分の間の連絡は携帯電話にお願いしたい。

· 今後は副代表理事の変更も必要となるかもしれない。

４．財務部
（１）平成23年度会費請求について

· 会費請求案内の送付作業を5/21（土）協会事務所で実施予定。その際に同封するものがあれば準備してもらえば対応する。引き落とし予定日は、6/27（月）。

（２）その他

· 入会金納入方法の再確認（※直接事務所で入会金を預かることがないように）

５．代表理事より（別紙参照Ａ4＊1枚）

（１）学生懇談会

· 7/2（土）に社会福祉研修・情報センターを予約。

· 例年もっと聞きたかったという感想が多かったことから、時間を長くすることを検討したい。→開催時間を10:30～15:30とすることになる。

· 各部では当日担当する理事を決めておくこと。

（２）日本協会フレッシュＭＳＷ１日研修

· 4/29に村上理事が大阪協会の紹介のため出席した。
· 日本協会より礼状が届いている。
（３）東日本大震災

●4/23の学習会・総会での募金活動

· 合計２万5千円集まっており、中央共同募金会に振込予定。

· 大阪精神保健福祉士協会の会長にも報告している。

●岩手・宮城・福島の各県協会より

· 岩手・宮城・福島の各県協会にメールにて協力を申し出たところ、それぞれに返事があったが、現時点では具体的な要望は出ていない。

· 福島県協会－現時点ではケアマネの団体等と共同で支援活動に取り組んでおり、しばらく見守って頂きたいとのこと。

· 宮城県協会－仙台の被害が大きかったため、県協会が活動停止状態であり、現時点では具体的な要望をお願いできるような状況にはないとのこと。

· 岩手県協会－沿岸部の被害が大きく、他団体と協力して沿岸部の支援に取り組み始めたところとのこと。また、5/21に総会が予定されており、その際に会員には報告しますとのこと。

· 岩手・宮城両協会では会員の無事は確認できているが、どういう状況にあるのかははまだわかっていないとのこと。

●当面の支援について

· 藤田代表理事より日本協会の災害対策本部でのボランティアに参加したとのことで報告。

· 大阪協会として、会員がボランティア活動に参加する場合の支援の方法について検討。→以下のような意見が出たが継続して検討することとなる。

＜意見＞

○日本協会の支援活動の資金として寄付するとか、大阪協会の会員が日本協会の活動に参加した場合の活動費の支給などの方法も考えられる。

○活動費の支援も必要だろうが、そもそもボランティアというものは余裕のある人がするものだということも考慮すべきかもしれない。

○とりあえずボランティア活動費として一律２万円支給ということで始めるのもいいかもしれない。

○支援は長期間に渡って必要になるだろうから、慎重に決めてはどうか。

○広報誌に日本協会の支援活動のボランティアに参加した会員に記事を依頼して、現地の様子や期待されていること、できること、必要とされていることなどの報告してもらってはどうか。

○とにかく理事会からどうしていこうと考えているのかを提案していくべきではないのか。

（４）その他

· 10/16（日）に大阪病院学会が開催予定。
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